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NHK学園川柳講座には、はじめて川柳をつくる方から、自在に川柳を詠んで楽しむ方々
を対象とした内容豊かなコースが揃っています。どうぞ、川柳を一生の友として取り
組んでください。

年間60句の投句で作句力を高める講座です。柳壇で活躍
する20人の選者の選を受けます。毎回の選句結果を得点
化し、機関紙『川柳春秋』にランキング表を掲載します。
選者特選の方には賞状を、年間最多得点者には「最優秀賞」
として賞状と盾を贈呈します。添削指導はありません。

東京都認可通信教育

通信講座

もっと、川柳を学んでみませんか

講座の詳しい案内パンフレットを無料でお送りします。

受講者募集中

0120-06-8881 FAX 042-574-1006
〒186-8001 東京都国立市富士見台2-36-2 NHK学園 6B60係　　ホームページ http://www.n-gaku.jp/life

●受講期間／１年
●リポート提出／４回
　【1回に3句×5選者分（15句）を
　  年4回、年間60句提出】
●受 講 料／ 14,000円

〈実作〉〈添削〉の積み重ねで、確実に力をつけることがで
きます。こうしたくりかえしの学習内容は、川柳上達には
最適です。また、オリジナルのテキストは、皆様のお役に
立つこと間違いなしです。一句でも多く添削指導を受けた
い方、本格的に学習したいという方におすすめします。〈実
作〉〈添削〉をくりかえし作句力をみがきましょう。

実作を積み上げて
「1人前」！ 川柳実作～添削で上達～

●受講期間／ 6か月
●リポート提出／ 6回
　【添削3句5回・腕試しコンクール1回】
●受 講 料／ 23,000円
●再受講料／ 20,000円

「川柳実作～添削で上達～」コースで基礎知識と作句力を
つけた方や、すでに中堅として活躍している方向けのコー
スです。バラエティーに富んだ学習内容で、さまざまな経
験を重ね、川柳の幅を広げるお手伝いをいたします。
結社や流派の枠を超えて集い、作品の向上を目指しながら、
川柳人としての連携を深めていきましょう。

幅と厚みを加え、
川柳を楽しむ 川柳倶楽部

●受講期間／ 1年
●リポート提出／ 10回
　【添削3句5回・互選句会投句2回・
　  互選句会選句2回・コンクール1回】
●受 講 料／ 23,000円(自動継続)

選を受ける楽しさ、発表の喜び
目指せ、年間チャンピオン！ 川柳道場

もっと、川柳を学んでみませんか

雑
詠
（
共
選
）
選
者 荒川八洲雄

中日川柳会
樋口由紀子

晴

課
題「
低
い
」選
者 川田佳主子

NHK学園

課
題「
い
よ
い
よ
」選
者 清水かおり

川柳木馬
高橋みっちょ

NHK学園

投
句

締
切

発
表主

催

誌
上
川
柳
大
会

通信講座

２
０
１
９
年 

6
月
20
日（
木
）消
印
有
効

２
０
１
９
年 

8
月
9
日（
金
）発
行

　
　
　
　
　
　

  

入
選
作
品
集
誌
上
に
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

後
援

文
化
庁
・一
般
社
団
法
人
全
日
本
川
柳
協
会

当
初
の
ご
案
内
よ
り
締
切
を
延
長
し
ま
し
た
。

第
5
回

間瀬田紋章
宮崎番傘川柳会

申込締切
4/25必着
期間限定募集！
申込締切
4/25必着
期間限定募集！



規
定
の
用
紙（
コ
ピ
ー
可
）ま
た
は
大
き
さ
な
ど
同
形
式
で
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

ひ
と
り
何
組
で
も
、
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

（
雑
詠
二
句
ま
た
は
雑
詠
二
句+
各
題
二
句
）

●
未
発
表
の
自
作
に
限
り
ま
す
。（
作
者
本
人
か
ら
の
投
句
に
限
り
ま
す
）

●
二
重
投
句
は
固
く
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

●
投
句
後
の
作
品
訂
正
、
さ
し
か
え
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
同
一
作
品
、
酷
似
作
品
が
先
行
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
場
合
、
入
選
・
入
賞
を
辞

退
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
雑
詠
二
句
の
場
合
　
１
、２
０
０
円

②
雑
詠
二
句
と
課
題「
い
よ
い
よ
」「
低
い
」各
二
句
、
計
六
句
の
場
合
　
２
、４
０
０
円

　
そ
れ
ぞ
れ
、
一
冊
の
入
選
作
品
集
代
を
含
み
ま
す
。

送
金
方
法

●
郵
便
為
替（
定
額
小
為
替
、
普
通
為
替
を
郵
便
局
で
購
入
）、
現
金
書
留
、
郵
便

払
込
の
い
ず
れ
か
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
切
手
の
代
用
は
不
可
）

●
各
題
ご
と
に
特
選
、
秀
作
、
佳
作
。（
特
選
・
秀
作

内
定
者
に
は
正
式
発
表
前
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
）

●
大
会
大
賞
／
文
部
科
学
大
臣
賞
の
候
補
作
品
と
な
り

ま
す
。

●
特
別
賞
／
全
日
本
川
柳
協
会
賞
ほ
か
。

●
入
選
作
品
は
８
月
９
日
発
行
の
作
品
集
誌
上
に
て
発

表
し
ま
す
。

●
入
選
・
入
賞
作
品
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▲

ご投句には、点線を切り宛先として貼ると便利です。

投
句
要
領

雑
詠

課
題
「
い
よ
い
よ
」「
低
い
」

※

課
題
の
み
の
投
句
は
で
き
ま
せ
ん
。

投
句
料

投
句
締
切

賞
・
発
表

２
０
１
９
年
6
月
20
日（
木
）消
印
有
効

〒186-8001 東京都国立市富士見台2-36-2
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東
京
都
国
立
市
富
士
見
台
２

－

３
６

－

２

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園 

誌
上
川
柳
大
会
事
務
局

 

☎
０
４
２

－

５
７
２

－

３
１
５
１ 

（
代
）

送
っ
て
い
た
だ
く
も
の

①
投
句
用
紙（
折
っ
て
も
可
）

②
投
句
料（
郵
便
払
込
の
場
合
は

　
振
替
払
込
受
付
証
明
書
ま
た
は
そ
の
写
し
）

第5回
誌上川柳大会事務局 御中

郵
便
払
込
を
ご
利
用
の
場
合

●
同
封
の
郵
便
払
込
取
扱
票
の
通
信
欄
に
大
会
名
、
組
数
と
投
句
料
を
ご
記
入

の
上
、
払
込
み
く
だ
さ
い
。
同
封
の
用
紙
を
ご
利
用
の
場
合
、
振
替
払
込
受

付
証
明
書
を「
の
り
し
ろ
」欄
に
貼
り
付
け
て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
座
番
号
：
０
０
１
４
０

－

３

－

６
８
７
７
４
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
入
者
名
：Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
大
会

投句
在中

お
問
い
合
わ
せ
先・投
句
先

２０１９年度　ＮＨＫ学園 生涯学習フェスティバル

投句締切：２０１９年6月20日（木）消印有効
※
受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

※
受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

※
受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

※
受
付
番
号（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
記
入
）

〒

の
　
り
　
し
　
ろ

投
句

料
を

郵
便

払
込

さ
れ

た
方

は
振

替
払

込
受

付
証

明
書

（
お

客
さ

ま
用

）
を

貼
っ

て
く

だ
さ

い
。

証
明

書
が

な
い

場
合

は
下

記
へ

払
込

日
を

ご
記

入
く

だ
さ

い
。

名　前

住　所

電話番号

生年月日

課題②　 「低い」

①
②

課題①　 「いよいよ」

①
②

雑　　詠

①
②

作品集に

掲載するお名前

フリガナ

フリガナ

明治・大正

昭和・平成年月日

（男・女）

●投句料

●投句料のお支払い方法に

　○印をつけてください。

雑詠二句の場合

雑詠二句と課題各二句、

計六句の場合

・現金書留

・定額小為替

・普通為替

・郵便払込

　（　　　月　　　日に払込）

１、２００円

２、４００円

（歳）

（本名と違う場合のみ

 ご記入ください）

※
ご

記
入

い
た

だ
い

た
個

人
情

報
は

、入
選

作
品

集
の

作
成

と
配

布
に

使
用

し
ま

す
。

　
ま

た
、Ｎ

Ｈ
Ｋ

学
園

川
柳

大
会

や
通

信
講

座
の

ご
案

内
に

使
用

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

都道
府県

もう一度ご確認ください

●未発表・自作に間違いありませんか　●作品の控えをお手元に残してください

●誤字脱字はありませんか　●二重投句（同一作品を他へ投句）していませんか

●作品は、作者名を伏せて、そのままコピーして各選者にお届け

　しますので、楷書で濃くお書きください。

●作品投句後の訂正には応じられませんので、ご了承ください。

誌上川柳大会投句用紙 第　回 5

　
一
昨
年
七
月
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
「
川
柳
講
座
」
創
設

者
の
大
木
俊
秀
さ
ん
が
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
一
年
四
月
、
川
柳
講
座
の
開
設
か
ら

三
十
年
に
わ
た
り
講
座
の
運
営
に
ご
尽
力
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
川
柳
の
裾
野
を
広
げ
、
川
柳
界
の
発
展
を
願
っ

て
い
ら
し
た
大
木
俊
秀
さ
ん
の
思
い
を
継
承
し
、

今
年
も
「
誌
上
川
柳
大
会
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

大
木
俊
秀
さ
ん
を
偲
ぶ

※

一
部
の
ご
案
内
に
、
投
句
締
切
5
月
10
日
と
記
載
し
て
お
り
ま
す
が
、

　 

投
句
締
切
は
6
月
20
日（
木
）と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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※
ご

記
入
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だ
い

た
個

人
情

報
は

、入
選

作
品

集
の

作
成

と
配

布
に

使
用

し
ま

す
。

　
ま

た
、Ｎ

Ｈ
Ｋ

学
園

川
柳

大
会

や
通

信
講

座
の

ご
案

内
に

使
用

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

都道
府県

もう一度ご確認ください

●未発表・自作に間違いありませんか　●作品の控えをお手元に残してください

●誤字脱字はありませんか　●二重投句（同一作品を他へ投句）していませんか

●作品は、作者名を伏せて、そのままコピーして各選者にお届け

　しますので、楷書で濃くお書きください。

●作品投句後の訂正には応じられませんので、ご了承ください。

誌上川柳大会投句用紙 第　回 5

　
一
昨
年
七
月
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
「
川
柳
講
座
」
創
設

者
の
大
木
俊
秀
さ
ん
が
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
一
年
四
月
、
川
柳
講
座
の
開
設
か
ら

三
十
年
に
わ
た
り
講
座
の
運
営
に
ご
尽
力
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
川
柳
の
裾
野
を
広
げ
、
川
柳
界
の
発
展
を
願
っ

て
い
ら
し
た
大
木
俊
秀
さ
ん
の
思
い
を
継
承
し
、

今
年
も
「
誌
上
川
柳
大
会
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

大
木
俊
秀
さ
ん
を
偲
ぶ

※

一
部
の
ご
案
内
に
、
投
句
締
切
5
月
10
日
と
記
載
し
て
お
り
ま
す
が
、

　 

投
句
締
切
は
6
月
20
日（
木
）と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。



Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

NHK学園川柳講座には、はじめて川柳をつくる方から、自在に川柳を詠んで楽しむ方々
を対象とした内容豊かなコースが揃っています。どうぞ、川柳を一生の友として取り
組んでください。

年間60句の投句で作句力を高める講座です。柳壇で活躍
する20人の選者の選を受けます。毎回の選句結果を得点
化し、機関紙『川柳春秋』にランキング表を掲載します。
選者特選の方には賞状を、年間最多得点者には「最優秀賞」
として賞状と盾を贈呈します。添削指導はありません。

東京都認可通信教育

通信講座

もっと、川柳を学んでみませんか

講座の詳しい案内パンフレットを無料でお送りします。

受講者募集中

0120-06-8881 FAX 042-574-1006
〒186-8001 東京都国立市富士見台2-36-2 NHK学園 6B60係　　ホームページ http://www.n-gaku.jp/life

●受講期間／１年
●リポート提出／４回
　【1回に3句×5選者分（15句）を
　  年4回、年間60句提出】
●受 講 料／ 14,000円

〈実作〉〈添削〉の積み重ねで、確実に力をつけることがで
きます。こうしたくりかえしの学習内容は、川柳上達には
最適です。また、オリジナルのテキストは、皆様のお役に
立つこと間違いなしです。一句でも多く添削指導を受けた
い方、本格的に学習したいという方におすすめします。〈実
作〉〈添削〉をくりかえし作句力をみがきましょう。

実作を積み上げて
「1人前」！ 川柳実作～添削で上達～

●受講期間／ 6か月
●リポート提出／ 6回
　【添削3句5回・腕試しコンクール1回】
●受 講 料／ 23,000円
●再受講料／ 20,000円

「川柳実作～添削で上達～」コースで基礎知識と作句力を
つけた方や、すでに中堅として活躍している方向けのコー
スです。バラエティーに富んだ学習内容で、さまざまな経
験を重ね、川柳の幅を広げるお手伝いをいたします。
結社や流派の枠を超えて集い、作品の向上を目指しながら、
川柳人としての連携を深めていきましょう。

幅と厚みを加え、
川柳を楽しむ 川柳倶楽部

●受講期間／ 1年
●リポート提出／ 10回
　【添削3句5回・互選句会投句2回・
　  互選句会選句2回・コンクール1回】
●受 講 料／ 23,000円(自動継続)

選を受ける楽しさ、発表の喜び
目指せ、年間チャンピオン！ 川柳道場

もっと、川柳を学んでみませんか

雑
詠
（
共
選
）
選
者 荒川八洲雄

中日川柳会
樋口由紀子

晴

課
題「
低
い
」選
者 川田佳主子

NHK学園

課
題「
い
よ
い
よ
」選
者 清水かおり

川柳木馬
高橋みっちょ

NHK学園

投
句

締
切

発
表主

催

誌
上
川
柳
大
会

通信講座

２
０
１
９
年 

6
月
20
日（
木
）消
印
有
効

２
０
１
９
年 

8
月
9
日（
金
）発
行

　
　
　
　
　
　

  

入
選
作
品
集
誌
上
に
て

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

後
援

文
化
庁
・一
般
社
団
法
人
全
日
本
川
柳
協
会

当
初
の
ご
案
内
よ
り
締
切
を
延
長
し
ま
し
た
。

第
5
回

間瀬田紋章
宮崎番傘川柳会

申込締切
4/25必着
期間限定募集！
申込締切
4/25必着
期間限定募集！


